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　国立研究所放射線医学総合研究所は、放射線の人体への影響・予防、並びに放射線の診断・
治療などの医学的利用に関する研究開発等を総合的に行うことにより、放射線医学に関する
科学技術の水準の向上を図ることを目的として、1957年に設立されました。
　近年は、重粒子線によるがん治療研究や生体における分子レベルの変化を画像化する分子
イメージング研究などの「攻めの研究」と、放射線の生体影響の解明や放射線防護、緊急被ばく医療研究などの「守りの研究」を推進
するとともに、これらの分野の人材育成・研修事業をおこなってきました。これらの研究、業務を円滑に遂行するために、医学、生物、
物理、化学といった幅広い分野の強い連携がなされ、世界的にもユニークな研究所であります。特に、2011 年 3月 11日の東京電力福
島第一原子力発電所の事故では、緊急被ばく医療体制が速やかに機能し、それまで当研究所が培ってきた放射線研究の総合力を最大限
に発揮し、全所一丸となって復興に尽力することができました。
　平成 28年 4月 1日から、当研究所は日本原子力研究開発機構の量子ビーム部門と核融合部門と統合し、国立研究開発法人量子科学
技術研究機構・放射線医学総合研究所（放医研）として新たに出発しました。それまでの放医研での研究に加え、量子科学技術に関す
る基礎研究も行うこととなりました。放医研のみならず量子ビーム部門、核融合部門で開発した量子科学技術を活用した医学利用分野
の開発・生命現象の新たな課題の探索に取り組み、異なる専門領域が融合する場から、新しい技術・知識の創造を行いたいと思います。
同時に、原子力災害対策と放射線防護研究を推進する中核機関として実績を着実に積み重ね、人々の健康と、安全で、安心な社会づく
りに貢献してまいります。
                                                                              　　    　　　　　国立研究開発法人 量子科学技術研究開発機構 放射線医学総合研究所
                                                                                                         　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　 所長 野田 耕司

放射線科学を通じて、
人々の健康と、安全で、安心な社会づくりに貢献します。　　　
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国立研究開発法人 量子科学技術研究開発機構 放射線医学総合研究所
(英語名称：National Institute of Radiological Sciences 略称：NIRS)

放射線の人体への影響、放射線による人体の障害の予防、診断及び治
療並びに放射線の医学的利用に関する研究開発等の業務を総合的に行
うことにより、放射線医学に関する科学技術の水準の向上を図る。

1957 年 ( 昭和 32 年 ) 7 月：国立研究所として設立
2001 年 ( 平成 13 年 ) 4 月：独立行政法人 放射線医学総合研究所 発足
2015 年 ( 平成 27 年 ) 4 月：国立研究開発法人 放射線医学総合研究所
                                        として名称変更
2016 年 ( 平成 28 年 ) 4 月：国立研究開発法人 
　　　　　　　　　　　　　 量子科学技術研究開発機構
　　　　　　　　　　　　　 放射線医学総合研究所として名称変更

〒263-8555
千葉県千葉市稲毛区穴川 4丁目 9番 1号

野田 耕司（のだ こうじ）

●放射線の人体への影響に関する研究開発
●放射線による人体への障害の予防、診断および治療に関する研究開発
●放射線の医学的利用に関する研究開発
●成果の普及および活用促進
●施設・設備の共用
●研究者・技術者の養成および資質の向上

常勤職員　約 420 名（うち定年制職員　約 290 名）
（平成 28 年 4月 1日現在）
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